
了德寺大学 

73 

Ⅴ．特記事項 

1.ストレスフリー療法(研究活動) 

ストレスフリー療法は、特定の体表点(独自で発見した足裏を中心とする複数の体表点)

に直径 3mmの小さな導子を当て、火傷しない 49℃未満の温熱刺激を独自のリズムで与える

ことのできる「ストレスフリー器」を用いて 30～45分間かけて施術するという、本学が開

発した独自の治療法である。 

ストレスフリー療法の効能として、血液中のコルチゾール低減と毛細血管における血流

の増加、腸管蠕動の活性化、血中免疫細胞増多や制御性 B細胞における IL-10 発現増多が

生じることを国内外の学術誌へ報告してきた。ストレス環境下で分泌が亢進するコルチゾ

ールを低減するだけでなく、リラクゼーション効果が極めて高い治療法であるためストレ

スフリー療法と命名し、国内外で特許を取得している。 

治療効果の機序を、順を追って紹介する。まず注目すべきはコルチゾールの低減である。

コルチゾールは医療現場では副腎皮質ステロイドや糖質コルチコイドと呼ばれ、投与量に

もよるが長期間の投与で多彩な有害事象が生じる。高血圧、脂質異常症、糖尿病、骨粗鬆

症、白内障、緑内障、筋力低下、脂肪沈着、不眠症、うつ病、免疫不全などである。いず

れも老化現象であり、老化を促進させるホルモン製剤であると言える。ストレスを受け続

ければコルチゾール分泌過多となり、同様の有害事象が生じる。それが慢性化することで

生活習慣病をはじめ、数多くの疾患における主原因になっているのではないかと仮説を立

てている。コルチゾールは末梢血管収縮作用があり、低減させることで末梢毛細血管の拡

張に伴う組織血流増加が起こる。血流により生命の最小単位である細胞は維持されており、

毛細血管に血流が増えることで細胞の活性化や組織修復能力が高まる。血中へ免疫細胞増

多と制御性 B 細胞における IL-10発現増多は免疫増強および免疫調整作用と言い換えられ

る。つまり、ストレスフリー療法はストレスを除去し、血流を増やし、自然治癒力を高め

る治療法と言える。投薬する治療法ではないため有害事象がほとんどと言ってよいほど無

く、極めて安全な治療法であることも特筆すべきと考える。 

本治療法が普及し「医療費削減」や「健康寿命延長」、「介護不要の高齢者増加」を達成

できれば、現在の日本を悩ます「社会保険料の増加」や「働き手の不足」、「介護問題」が

解消され、増税も不要となり、これからの日本を担う子供達や若者達へ希望のある未来を

作り出せるというビジョンを描いている。 

2.ストレスフリー体験室(学生と教職員の福利厚生) 

 平成 29(2017)年 8月より校舎内にストレスフリー療法の施術が可能なスペースを設置し、

学生と教職員がいつでも利用できるようにした。「大学憲章」で謳う、学生および教職員の

人生を咲かせるためである。学生生活や就労による疲労の軽減や、日々の体調管理に寄与

し、年に延べ 800名程度が利用している。 

3.難病無料相談室(社会貢献および研究活動) 

 平成 30(2018)年 12 月より校舎内に難病無料相談室を設置した。様々な疾患や診断のつ

かない症状、年齢や合併症により標準治療を受けられず苦しむ方々を対象に無料で医師に

よる医療相談を行い、希望者にはストレスフリー療法を複数回無料で体験できるようにし

た。「大学憲章」で謳う、地域の人々の人生を咲かせるためである。また、この療法の体験

を希望し、研究に同意が得られた来室者については研究活動も行っている。 


